
報 告

第二期　倫理部会 ( 仮称 ) 第二回会合

13

日　時：2019 年 5 月 11 日 13 時 30 分～ 16 時 30 分　

場　所：聖心女子大学グローバル研究センター

参加者：荒田鉄二、工藤泰子、石川レイ、庄司元、塚本啓之、中山茂、三國博貴

　　　　藤田成吉、加藤三郎、藤村コノヱ、尾利出あおい

　最初に、脱炭素社会に向けて現代社会で何が大きな課題かについて話し合ったが、「経済」「人間そ

のもの」「政治・民主主義」が課題であるという意見が出た。

　経済については、そもそも成長する経済は無限の空間では可能だが、有限な地球環境の中では無理

があり、成長しない経済にしていく必要があるという意見と、循環さえすれば成長する経済も必要で

はないかという意見が出され、意見が分かれた。また経済を司るのは人間であり、その人間の倫理観

がなくなっていること自体が課題であるという意見も出された。さらに、制度を変える必要があり、

堕落した政治を正すには選挙制度を変える必要があるといった意見も出された。

　また将来の方向として、２つの経済の方向があり、当会としては「小商い、地方分権」に着目した

提案も必要ではないかという意見も出された。なお、技術については次回議論する予定。（下記は、当

日の意見の概要） 

【脱炭素に向けて、現代社会の何が大きな課題か】 
○経済が問題／経済の在り方を変えれば波及効果あり ○政治が機能していない ○技術 

 
 

 
 

 
 

 
 
 破局の後に人は変われる 
  

 強いものが生き残る 
 
 
 

 

○人間が壊れている。倫理の箍が外れている  
 

 
  

成長しない経済にする  

循環すれば成長してもいい 

・戦後経済中心の社会に 
・変えることは無理 
・経済の都合で皆が動く 
・人は損得で動く 

 
・成長する経済は無限空間でのみ 
？成長が止まってやっていけるか 
？鎖国でやっていけるか 

・選挙制度に問題あり  
・地方分権が成り立って 
いない  

・倫理観がない  
・貪欲  
・無責任  
・無知 400ppm 

100万種の絶滅 等 

・ＡＩ、人工知能  
・遺伝子操作  

持続可能な 

脱炭素社会  

・危機感がない  
・男社会 
・行動しない  

・経済成長を否定で

きないが、次世代に

ツケを残さない経済  

意識を変える 
・炭素税を支える人

を増やす  
・5％、25％の理解
を目指す  

 

2つの経済のハイブリッド 
①グローバル経済  
②ローカル経済  

小商い・地方分権 
・災害が起きる前に地方に戻る 
？ローカルなら脱炭素か 
？持続的か 

・制度を変える 
・政党を作る  

非営利組織 
（協同組合） 
そのための法律  

※次回の倫理部会は、7 月 13 日 ( 土 ) に開催いたします。詳細は 16P にてご確認下さい。


